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 この物語は主人公が出る事件を経験することによって，内的変化をとげ，それまで

の状態を脱出し変身していく物語ではなく，最後に事件が生じ，それによってそれま

での物語の意味が明らかになるという構成の明確な物語である。つまりSurprise
  （1） ， ．． ．．．．H．．“． ． JF！Z）

     をうまく利用した啓示の瞬間                   をもつ物語であると思われる。FrancisEnding

Mortonの死という事件の役割をこのように理解することができるのではないかと考

えられる。死は結果としてそこに在るのではなく，．死によって逆にそこに到るまでの

生が明らかにされていくようなものだと思われるのである。同時にPeter Morton

にとってFrancisの死は不可解なままで終っていると吟う意味においで，彼の内的
              （3）
変化は明確ではなく，開眼の物語 とはなっていないのである。このことはPeter

Mortonもまた物語の全体としての意味を明らかにするための役割をはたしているこ

とを示しているのではないかと思われる。

 従ってまず問題になるのはSurprise EndingであるFrancisの死がFrancis

を如何なる存在たらしめているかということである。それによって他の登場人物達と

の関係，次いでPeterとの関係が明らかになってくると思われるのである。尚テキ

ストはTwe〃 ty-One S to r ie ．s Heinemann，1965をf吏辛している。

1
［

                               t4）
 9才の少年であるFrancisはまず死を識る存在として設定されている・この短編

をつらぬいてV）る彼の恐怖は実はその奥に死を内包するものとして設定されているの
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であり，徐々に時が死の瞬間へと流れていくことの恐怖であるということができると

思われる。まずFrancisの死の意識は朝目覚める前にみる夢として描かれている。

1 dreamed that 1 was dead．

このく僕が死んだ夢をみた〉ということばは死ということばを知り，しかもそれを自

分に関することがらとして知っていることを表わしているbそれは自分の生に終りが

あることを知ることであり，同時に自分の生を他ならぬ自分の生として自覚するこど・

によって他者とは区別されだ自評というものを意識していることの表れであると考え

られる。9才の少年をこのように描出した作者の意図は後に考えることにして，Fran-

cisがあれほど避けたいと切望したパーティでの隠れん坊遊びの折りの暗闇に対する

恐怖とはどのようなものであるかを考えてみたい。』しぶしぶベーテ，iに出かけたEr'an-

cisがいよいよ隠れん坊が避けられないことを知6て，最後の勇気を出して，なんと

かして逃れたいとMrs． Henne-Falconにうったえるとき，その彼の恐怖の有様．（よ

双生児の兄Peterに意識されるのであるが次のように描かれている。

   the' fear'of bright lights going out，・ leaving him 'alone in an is land

   of dark surrounded by the gentle lapping of strange iootsteps．

ここに描かれているのぼ波の音にとりかこまれた暗黒の孤島にただひとりとり残され

て，波がぴたびた打ち寄せるような聞き穿れぬ足音に耳をすまさねばならないような

救いのない淋しさである。自分を庇い支え理解してくれる者の全くない暗闇の中での

孤立である。しかもどこからか得体の矩れない足音がひたひたと永遠に押寄せる波の

ように永久に自分をとりま．いて押寄せて来ているのに逃れられないという絶望的状況

である。

 この The End of the Pαrtyと同年に書かれた作品に同じく短篇The Second

Deα・thがある。1この物語もFrancisの場合に類似しており，死を夢かもしれないが

経験した，と思っている青年がその恐怖に怯えながら今度は本当に死んでいくという

ものであるρ勿論「 erancisやPeterとは異ってこの青年は30才をすぎているので，
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十

メ
自分の少年の頃の経験として友人に語る乏いう時間的な距離はあるけれども，彼が死

であると意識している内容lgeよFrancisのそれと良く似た点がある。それは次の引

用に示されているように自分がたったひとりで誰ゐ・にとり囲まれているという点であ

る。

魑

1
1 thought that 1'd been bead． lt wasn't like sleep at alL Or rest in・

peace． There vvras someone there， all round me， who knew every-

thing． Every girl 1'd ever had． Even that young one who hadn't

unders' 狽盾盾пD Jr-nv： abridged 一 Even the money 1一'd taRen from

mother． 1 don，'t call that stealing． lt's in the family． 1 never had a

'cha' 獅モ?to explain． Even the thoughts 1'd had． A man can't help his

thoughts．

これは自分の力ではどうすることもできない状況であり，自分の行動の弁明もできず

ただ耐えねばならないこととして設定されてレ、る。そしてさらに次の引用でも明らか

であるように，その状況を意識している自分は永久に変化しないのである。

    And 1 saw what was coming ．to m6 too． 1 can't bear being

    hurt・． lt' wasn't fair． And 1 wanted to faint and 1 couldn't， be-

    cause 1 was dead．

ここにみられる自分をとり囲んでこれから起ころうとする状況に対する覚め．た自己認

識はFran6isの耳，をすまして足音に耐えねばならない恐怖と似ており，さらに同じ'

く孤立無援の淋しさと永久に続く絶対絶命の絶望を読みとることができるようである。

たぢ．Francisと異っている、点．は青年をとりま．いていう〈so甲eone＞が彼のそれまで

の行為さらには心の中で思ったことま鈴て知っていQことである・そしてそれに対．

して〈Inever had a chance、to explain＞というように弁解する機会は与えられ

そいないのである。永久に生前犯した彼の行為と行為には到らなかった罵いを彼は意

識させられ続けているのである。気絶して無意識になってそれを忘れようにもくwhen

one' ?dead therb's no unconsciousness any more for ever＞だというのである．。

                                                    ，
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こ．の罪意識に責められ，間われっづ． ｯるという点はFrancis op恐怖に、はないことで

ある。．Francisには永久に罪意識に責められる絶望という明確な意識を認めることは

できないが，何かに取りまかれ追いつめよれ．ていく，そしてそこから逃れられないと

いう絶望は彼の場合にも認めることができると思われる。では＜the gentle lapping

of s trange foOtsteps＞は一体何を表わしているのであろ．うか。 T1］ρSecon‘1 Dea fh

とあわせて考』 ｦるならば，．' モromeone＞つまり人間の生のすべてを全知している者，

そしてその過去を明らがにして人問に意識させる者：即ち罪の告発者が接近してくる

足畜と考えることができるのではないだろうか。しかしFrancisの恐怖はまだその

ようなこと．を意識する以前の，人間の生には必らず変牝という終りのときのあること

                 t
を，そしてその終りξは何かしら恐ろしい暗黒の世界に接近する不可解な足音に耐え．

てただひとり在らねばならぬときであること．を早る者の恐怖であると考えることがで

きると思われる。

皿

生が終りに到るζとの恐怖を識る者とし・てのFrancisと他の登場人物との関係を次

に考 iしてみたい・登三物のそれぞれの役害1臆味脚ることは・さら1こ・Fran・i・

の理解に役立っと思われるからである。'ここ．ではまず母親，二人の女の子及びパーティ．

に集まる．子供達，そしてMrs． Henne-Falconを取り上げてみたい。・（Peterは次

章で扱うことにする）

 一般的に云って母親．と子供という関係は家庭という安住の場を作り，この世で一番

賓接な関係を保ち，母親は子供の第一の理解者であり，．最高の愛情，t庇護を与える者

であろう。しかしFlrancisの母親は次の引用が示すように風邪をひいたという嘘ま

．でついてパーティへ行くことを避けようとするFrancisの本心を全く．理解していな

いのである。

when at breakfast his mother said，' '“1 hear y．ou have a co．ld，

Francis' C”@he made-light of it． “We shoti'ld have hedrd more
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about it，” his mother said with irony， “if th．ere was not a party ，

this evening，” and Francis smiled uneasily．， amazed and daupt-

ed by ' ???ignorance of him．

このようにFrancisの本当の気持を全然知らず彼を驚うかせ，怖けさせる母親はま
                           ，

たFrancisにとって，おとなの知恵とその偽りにみちた生活の知恵、をかざして生き

る存在．でもある。それは夕方になってパーティへ出かける時が近づき，仕度を整えて
    t

玄関に立つFranc isの心理に表わされている。今にも＜Idon't go．1'm afraid

of the dark＞と叫んで家の中に駆け込みたい衝動にかられながら，追いつめられた

Francisがする自問自答の一部が次の引用である。．

  He would answer ： “You ca'n say 1'm ilL 1 won't go． 1'm afraid

  of the dark．” And his mother：“Don't be silly・ You know there's

  nothing to'be afraid of in the dark；” But he knew the falsity of

' that reasoning ；he knew how they taught al．sg that there was'

  nothing to fear in deathi and how fearfully they avoided the idea

  of it．

1Francisはおとなが子供に教える〈暗闇に恐ろし．いこと、なんか何もないのよ。死．ぬ

ことなんかちっともこわくないのよ〉と、いうことばが偽りであることを知り，＜そう

'い猪えを恐れてさけている〉とおとなのつまり母親のごまかしを察知しているので

ある。だから次の引用が明らかにするように，母親に何もかも話して二人の関係を回 、

復するということ．ができないのである。

he eouldn't bring himself to lay bare his last sec．rets and end

reserve between his mother and himsielf

母親にぎりぎりの秘密を打ち明けることができないFrancisはパーティの主催者で

あるMrs． Henne-Falconに最後の望みを．かけて玄関を出てゆくのである。'明るい

ホニルや家の中， 両親のための食器を並べるなつかしい物音を背後にして，とっぷ

（ 7'
X ）



り暮れた冬の夕方の寒さの中へ・乳母の持つ懐中電灯に導びかれて．・心を決め下出ρ

けてゆくこの場而には，母親の偽りを見ぬき，関係を回復することを絶って出か．けて

．ゆくFrancisが描かれている。つまり家庭に対する望みを捨てて，断絶したところ

で生きようとする孤独な人の後姿を読みと'ることもできるようである・

サ                                                      ロ

     次にJoyceとMabel Warrenという．年上の少．女達とFrancisの関係を考える

    ならば＜Their sex humiliated him＞とい．うことばで代表されるようである。Fran-

    cisは去年のパーティで隠れん坊の折り，、暗闇で急にMabel Wqrr6nに腕をさわら

    れて悲鳴をあげたこともあ．って，『他の子供のようにスマートにゲームの出来ない彼は

    く品der lowered scornful lids＞という眼つきで彼を見つめている彼女達が苦手

    である。おさげ髪を＜swung supe rc iliouF ly to a masculine stride＞させてl

    Warrenの家へ向うJoyceは乳母と散歩するFrancisとは異って，たったひとり
  ρ

    で人通りのない道をこれみよがしに出かけている。すべてFrancisに屈辱を感じさ

    せる存在である。このようにFfancisは自尊心ヴ傷つけられ，さらに他g）子供達と同

    様に彼女達に立ち向うことができず，〈he could stand alone in corners as far

    remov6d as possible flom Mabel Warren's scornfyl gaze＞とし〉・うようにでき

    るだけ彼女達との交渉を避けるのである。ここには異性と対等に交われず，そのことに

    よって自己の生を充分に楽しんで生きることのできない者の姿を読みとることができ

    ると思われる。

 またパーティに集っている子供達からみるとFrancisは次の引用にあるように高

慢な嫌な子供である。

All that he could say now， still in the precise tone which other

children' ?≠狽?пC thinking it a symbol of conceit， ' 翌≠刀C “ h

think 1 had better not pla： ．” He gtood motionless， retaining，

though afraid， unmov6d featur，es．

この場面はFrancisが恐怖による心の乱れを押し殺して， Mrs． H6nne一一Falcon

に隠れん坊を自分はしないほうがいいと最後の希望をかけて回し． ﾄいるところである
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が，顔の表情も変えず，声の調子も乱さず話す，いわば．子供らしくないFrancisは

他の子供からみれば，気取って高慢な仲問に入れたくない．ような子供である。そして

実はFranc isが本当は暗闇が怖わくて、隠れん坊をしたくないのだとわかったとき，

〈弱虫〉とはやしたてる子供達は次のように描出されている。

 Six children began to sing， “Coward．v cowardy custard， ” turn一

' ing torturing 'face．s x・vith the vacancy of “ide sunflowers towafds

 Francis Morton．

ノ

ここに描かれている＜the vacancy of wide sunflowers＞とは1可を表わしている

のだろうか。li：回してきたように， Franeisを暗闇の恐怖を識り，またその奥にひそ

む死ということがらを敏感に察知した者，即ち自己という存在に目覚めた者であると

するならば，夏の太陽に向ってたくましく咲き続けるひまわりのうっうさとは，まだ

心が空白で死に占領されていないことを表わしていると考えられるのではないだろう

か。それは無意識，つまりひとりの人間として自己に目覚めていないことを表わして

ると考えられる6隠れん坊の愉しみに心・奪われて，胸の豊かなMrs． Henne-Falcon

に向って質問や提案を＜peck ing at＞する子供達のひな＜af】ock of chickens＞

のイメージと共に，このひまわりの空虚さは自己を認識する以前の人間の生物ll勺無意

識状態のsymbolではないかと思われる。

f

   この点についてはMrs． Henne-Falconに関する描写も同様である。、その名前か

  らも暗示されているように，彼女と子供達の閻にはめんどりとひなの関係が浮び上っ

  てくる。〈if hide and seek had been inserted in Mrs． Henne-Falcon's pro＿

  gramme，． nothing which he would say could avert it．〉というようにパーティ

  の運営に絶対的な力をもち，子供達を〈whirled』them into hさr set． programme of

' entertainment＞する彼女に，ひなを自分の勢力範囲にとじ込めて，思うがままにす

  ることが自分の役目であり，愛情であるとする母どりの姿を見るこ「とができるのであ

  る。Franci自の思いあまった末の〈it will be no use my pl．aying． My nurse will

  be calling for me very soon．〉という切実なことばに対しては＜1“bsent-mindedty

  ＞にしか返事をしない目前の務めに心奪われた，大きくてくher exuberant breasts

（ 81 ）i



．〉という生命力に溢れたMrs． Henne-F'alconである。彼女に向うFrancisの姿は

次のように描かれている。

he advanced steadily across the hall， very small， towards' ??

enormous bulk． rabridgedm： With his strained face lifted

towards the cUrve of her breas！s， and his politg set speech， 一he

vL'as like an old wi．thered nian．

ここには生の豊かさに溢れている彼女の姿と対照的に，しわだらけの老人・というFran-

cisの姿がある。彼女の生の肯定と享受に対して， Francisば死を身近に自分に関す

る事柄として見つめざるを得ない顔をこわばらせた老人として描かれているのである。．

 このように考えてくると家庭と断絶し，異性からも仲間からも離れたところに在6

て，自分の生の限界を児つめ，その恐怖に耐えている老人の姿によって，無自覚な生

を生きている人々のなかで，生とその否定としての限界に目覚めている者のその恐怖

による苦悩をFrancisに見出すことができると．思われるのである。

N一

 Franc isの双生児の兄であるPeterは，このよう・な周囲に対して部外者である

．Francisの唯一の保護者と．して設定さ． 黷ﾄいると考えられる。さらに彼はFrancis

の心の不安裾しみの理解者洪賭で勅て・相手に対する鏡．として．その心的内容

の体現者として設定されているようである。  '

まずf呆護者としてのP・…は次の引用に詠されて喝ように，何分銑1・勤た

兄としての自覚にもとづいている。
！
．

he was the elder， by，q matter o．f mintites， and that brief extra

interval o' ?light， while his brother still struggled in pain and

darkness，had givgn hjm self一一reliance and an'ihstinct of protec一'

tign towards the other who was afraid of so many things．
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 ここに示されている非常に多くのものを怖れる．Francis一への＜an instinct。f pro-

 tection＞はPeterりFrancisへの愛情り表われと解することができるし，またこ

 の半語のプロットを押し進める力ともなっている。例え1ギFranc玲．がパーティに出か

 けたくなy＞ため，〈lt willbe a bad co ！d if l go to the・party．． Perhqps I shall

 die．〉というと兄らしい．口調で戸eterはきっぱりと＜Then you mus tn 't go＞と云

 い切ってFrancisを安心させるのである。そして乳母にFrancisは風邪をひいた

 と告げてやうので南る・この場南を初めとして全部不成功に終っているけれども・パ

 ーティでも隠れん坊をしないでもすむように試みるのである。隠れん坊が今年も余興

 のプログラムの中に入っていることを知ったPeterは〈don't lets． We play that

every year．〉と中止を提案したり，．お菓子のおしかわりをし．たり，お茶をわざとゆっ

・く畷っ．て少しでも．そ唖問が来るのを遅らせようともするOPである・或は下記の引

 用文中の〈as he had expected＞とか＜He must have prayed desperately＞と

 い'う言葉が示すように，Francisはパーティめ最初からこの瞬間を怖れ続けでいたに

 ちがいなく，今や捨てばちになっているにちがいないと案ずるPeterにはFrancis

 に対する理解と思いやりが溢れているのである。・

Peter' 翌≠狽モ???his brother and saw， as he' had ・expected， the

lips tighten． Francis， he knexN'， had feared this monient from

the・beginning of the party， had tried to meet it with courage

and had abandoned the attempt． He must have prayed desper-

ately for cunnin' ?to evade the game，

 Peterは上述の保護者としての立場をとりながら同時に双生児であるため， Frangis

と理解しあうために何の手段も不必要〈Between the twins there could be no jar-

gon of telepathy＞であると設定されている。 PeterはFrancisとは独立した存在

でありなが，同時にその介在物なしの直接的な相互理解のために，Francisの共鳴者，

彼の内的苦悩と不安をうつし出す鏡のような体現者としても描かれているのである。

冒頭Franci忌が死の夢にうなされるのを見ていて， Peterは次のような不吉な鳥

のイメージに襲われてい' 驕B．

   To Peter Morton the whole room seemed'suddenly to darken，

   and he had the impression of a great bird swooping．
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このようなFrancisの心理の．Peterへめ反映．は， Francisの恐怖が高まるにつ

れてしだいに現われてくる。いよいよ隠れ．ん坊がこれから始るという瞬間にPeter．

がFrancisの表情に認めるの．も同様の大きな鳥の．姿である。それは次のように描か

れている。

                                  、

    ．and again， the reflection'6f an image in apo ther's mind，．he saw

     a，great bird darken his brother（s face with i七s wings．

                                                             し

この歩き鳩のイ・一ジはP・毛・r．に野矢・されたF・an…ρ恐怖の象徴であろう・

                                        ロ
さらにH章においてすでに述べたFrancisの孤島の暗闇にひとりでとり残されると
                 '

いう恐怖のイメージも同じ．くPeterの心に映し出されたものである。それは次の引

用が示すとうりである。

But the knowledge

itself， reached his

Morton could have

ou t，

of' ?奄? 狽?窒窒盾秩C．oc the reflection of the terror'

6rother's brain． For the moment， 'Peter

cried aloud witb．the'fe4r of bright lights going

それはPeter自身も危く声をあげそうになるくらい，その恐ろしさと不安は神馬ら

の鯉となっている・さらに例を6げるな「らば隠れん坊の最中・暗闇にうブくまつ1．

／｝るFran6・・の側に近づ1・て・Fran…．の学習たP・…が照するF・・n…

の灘の動きというものは・下記弓臓中の〈lhe rr・・lar・・y．6f d hgar・一b・a・〉と

いうことばが表わ．しているよ．うに，Francisの恐怖、に高なる鼓動であるのか，．Peter

のそれであるの枢別できにくいのである・事実は；のときFran・i・の'e臓eよすで

に停止． ｵでいるかもしれないのであるけれども・   、

     He could expe'rie'nce the'whole progre'ss of his'brother's

．． emotionl．from tl］e leap of panic at the une4pe6ted contact to

     the s teady pulse of fear， which Row，yvent on and on with the

     regUlaritY of a heart-be'at

     ' ，  ， （84）
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このようにPeterとFrancisは双生児という機能を充分利用した密着した関係に

あるということができよう。

 しかしな．がらPeterとFranc．isを区別する点も認められるのである。それは恐

                               ぞ怖や不安に対するPeterの意識に表わ．れていると考えられる。 Peterの心は鏡のよ

うにFrancisの恐怖の様をまざまざと映．L出すのであるが・次の瞬間彼はそれ巻自

分のことが5ではなくFrancisのことがらとして識ることができる者として設定さ

れているのである。例えば次の引用文にもそれが表われている。

   For the moment， Peter Morton could have cried aloud with the

   fear of bright lights go ing out，   一abridged-    1 Then he

   remembered that the'fear was not his own， but his brother's．

そしてまたFrancisにとっては恐怖以外の何物でもない暗闇はPeterにとっては

くThe dark to him was only．an absence of light＞という単なる事実である。

Francisにとっては孤立と絶望を内包する暗闇がPeterにとっては明りのない状態

という物理的状態でしかないのである6仮りに不安にお・そわれてもくThere・'s皿othing

・to fear in'the dark＞というおとなのこと．ばで自らを励し，＜self-reliance＞ので

きる存在である。同じおとなのことばをFrancisが偽りであると判断したのに対し，

Peterはそのことばによって励まされているのである。だからFrancisには＜a

b・・nin・・ani・，・dm・tt・・…「 奄пEa・except th・se．wh・・h・dd・d l・・h・fl・ili・〉と

いう恐怖をもたらすく行くよ〉という鬼になった子供の声は，Peterには理性を損う

よう'なものではなく，〈an altruistic emotion＞というFrancisをひたすら気づか

う愛情をか．きた七るだけである。

 こb）ようにみてくると，Francisが死ん澄という事実もさることながら，〈the

lull' pa，rad。x＞を幼ないのぞ理解できないというPeterにはぎのような意味が与え

         ゆ
られているのであろうか。       』                 ・

 〈the full paradox＞の内容は表面的にはFrancisの唯一の理解者，共鳴者であ

』り保護者であるPeterの愛情にもとづいた行動であるζころの・暗闇の中のFrancis
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へ接近して手を伸ばしてFrancis．の顔を探り出した． ｱとと，彼等の〈the most inti-

mate cdmmunion＞である手を握ってやるという行為が，実はFrancisを恐怖の絶

頂へと追いやり，死に到らしめることになった，ということセある。他者への愛情が

その全く逆の他者を殺すという結果に終ったという人間の、愛の不完全さがfull para-

doxになつ．ていると思われるのである。が別の面からみるならば，それはまた人間が

何かを理解したり，．識つたりすることに伴うparadoxを表わしてい．るとも考えられ

る。つまり1 oeter はくwatching Francis's・tr6ubled face with pity ahd an

im…fe c・und・r…ndi・g＞というこeばが示すよ．うに・Fran・i・に対褐理解と

愛情に満ちていながら，．実はその理解には奉質的に欠けたところがあるのである。

Frahcisが暗藺の奥に死という孤絶を感じとるという内発的理解のためにくThere's

no th ing to fear in'
Dthe dark＞というおとなのことばが納得できなかったのに対．し

で，Peterにとっては同じことばが暗闇1こついての彼の理解となっておへ．自らの内

部の恐i布をFrancisのものであると外発的に理解することによ．うて， Francisの恐

怖の底にある本当の意味を全く理解できなかった0）であ。Francis．が死んだのにどう

して＜the．pulse of his brother's fear＞が続くのだろうというPeterの疑問は

Francisについての，そして彼自身についての理解が不完全なものであったことを

表わし，したがって今までの一靭の事柄が逆転してPeter自身のこと．がらになる可

能性をも暗示していると思われる。この点については次に引用したところにも象徴的

に表わされていると考えられる。

7
「

   To address Peter was to speak to his own image in・ a mirror，

   an image a litvle ．altered by a flaw in the glass． so as to throw

   ．back less a likeness of what he was than of wha't he wished to

   be．

ひびという欠陥の故にFrancisのそのままの姿ではなくFrancLqの理想像をうっす

Pe・te・rという鏡は逆にPeterの不完全さを暗示していると理解することもできるの

ではないだろう．か。

次に髄に婦ζとはP・・erが上遡ような意味がある凋われる〈・h・f・・ll

-paradox＞をま澄理解できない子供として設定されていることである。つまり彼は

（86）
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Francisの死という事件を経験することによって何かに目覚め，新しいことを認ると

いう完全な開眼をするに到っていないのである。＜an obscure self-pity＞を感じな

がら，Fransisは最早恐怖も暗闇もない世界にいるのにどうしてこんなに〈the pulse‘

of his brother's fear＞がどっくどっくと続くのだろうと言嘱しく思っているだ

けなのである。そこには事柄の真相を慮り得ないで途方にくれている、しかし同時に

おぼろげに自分が憐…みの対象となるような存在であることを自分で薫りかかっている

Peterの姿がある。

 このように考えてくるとこの作品のテーマはFrancisによって表わされている生

の疎外者と，P6terによって表わされている同情者，共鳴者との交流によ6て明らか

になる人間の不完全さであり・それに、よって生ずる人間の関係の皮肉さである、という

ことができるのではないだろうか。つまりPeterのFrancisに対する愛情という
                               （5）
人間のモラルの背後に潜んでいる人間の不完全さのもたらす悲劇である。 これは換

言すれば人生の日常性の背後を挟り生の実相を顕わにしょうとすることでもある。こ

のことを適格に表象できるのが，このPeter或はFrancisというまだ9才の人生経

験に乏しい未完成な少年であったということはできないだろうか。

v

 幼い子供の恐怖心という素材を借りて描き出された人聞一般に共通するところ

の生というものが必然的にそなえている恐怖（死）はこの短篇と同年の作品であり，

Greeneの処女作となっている The Mαr～1・1／ith inにおける死の扱いと比較してみる

と趣きが異っているように思われる。主人公Andrewsは死を自己変革の手段どして，

つまり自己確立のための肯定されるべき一つの手殺として受けとめていた。その死は

人聞の生の否定となるのではなく，生の延長線上に位置づけられる，いわば死が逆に

                              ｛6）
Andrewsの真の生の確立を約束するものとして暗示されていたと思う。 この点
                       く7）
Francisを生の疎外者たらしめた死とは相違している。 このことは死に二面を見い出

すことができると考えられる・一面は人間を生かす死，他面は人間を疎外する死であ

って，前者は人間の変貌を暗示する死へ，後者は人間の生に内在する生を否定するも

の（罪）・を暗示ナる死へと変化していくものではないだろうか。このことはGreene．
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の後の作品を解し，さらに彼の作家としての本雪を理解するの．に興味あるまた重大な   ．

鍵であろうと思わ．れる。ともあれ作家としての第一歩を踏み出したとき，すでに死を

内包する生を描いた・ということ1よ一つの特徴であ6て，後の儲な・es鍵の〈・h，．

momeht when life took a new slant in its journey towards death＞やくsure-

1y we choose our death much as we choose our job＞という，死の前提なしに

は生が語られないことばを待つまでもないことである。
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